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むつ市議会第２６２回定例会会議録 第６号

議事日程 第６号 令和６年１２月１９日（木曜日）午前１０時開議

◎諸般の報告

第１ 行政報告

【委員長報告、質疑、討論、採決】

第２ 議案第 82号 むつ市部設置条例の一部を改正する条例

第３ 議案第 83号 むつ市国民健康保険税条例の一部を改正する条例

第４ 議案第 84号 むつ市立学校設置条例の一部を改正する条例

第５ 議案第 85号 むつ市ふれあいスポーツパーク条例の一部を改正する条例

第６ 議案第 86号 むつ市犯罪被害者等支援条例の一部を改正する条例

第７ 議案第 87号 むつ市地域包括支援センターにおける包括的支援事業の実施に関する基準を定める条

例の一部を改正する条例

第８ 議案第 89号 指定管理者の指定について

（むつ市ウェルネスパーク外１施設の指定管理者を指定するためのもの）

第９ 議案第 90号 青森県市町村職員退職手当組合を組織する地方公共団体の数の減少及び青森県市町村

職員退職手当組合規約の変更について

第10 議案第 91号 青森県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少及び青森県市町村総合

事務組合規約の変更について

第11 議案第 92号 市道路線の認定について

第12 議案第 93号 市道路線の変更について

第13 議案第 94号 市道路線の廃止について

第14 議案第 95号 定住自立圏形成協定の一部を変更する協定の締結について（大間町）

第15 議案第 96号 定住自立圏形成協定の一部を変更する協定の締結について（東通村）

第16 議案第 97号 定住自立圏形成協定の一部を変更する協定の締結について（風間浦村）

第17 議案第 98号 定住自立圏形成協定の一部を変更する協定の締結について（佐井村）

第18 議案第105号 令和６年度むつ市水道事業会計補正予算

第19 議案第106号 むつ市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例

第20 議案第107号 むつ市特別職職員の給与に関する条例の一部を改正する条例

第21 議案第108号 むつ市議会議員の議員報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例

本日の会議に付した事件

議事日程に同じ
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◎開議の宣告

午前１０時００分 開議

〇議長（冨岡幸夫） ただいまから本日の会議を開

きます。

ただいまの出席議員は22人で定足数に達してお

ります。

◎諸般の報告

〇議長（冨岡幸夫） 議事に入る前に諸般の報告を

行います。

まず初めに、12月10日、各常任委員会に付託い

たしました議案の審査結果について、総務教育、

産業建設、民生福祉の各常任委員長より、それぞ

れ会議規則第111条の規定に基づき、委員会審査

報告書が提出されておりますので、ご報告いたし

ます。

次に、本日この後、むつ商工会議所からの申入

れについて、市長から行政報告がありますので、

ご了承願います。

以上で諸般の報告を終わります。

〇議長（冨岡幸夫） 本日の会議は議事日程第６号

により議事を進めます。

◎日程第１ 行政報告

〇議長（冨岡幸夫） 日程第１ 行政報告を行いま

す。

市長から報告を求めます。市長。

（山本知也市長登壇）

〇市長（山本知也） おはようございます。この度、

令和６年11月26日付けでむつ商工会議所から、む

つ下北観光物産館を譲り受けたい旨の申入れがあ

りましたので、ご報告いたします。

むつ下北観光物産館につきましては、市の観光

・物産の振興を図るとともに、市民の皆様の文化

活動等に供することを目的として平成５年４月に

供用開始され、平成18年４月からは、指定管理者

制度により、むつ商工会議所が指定管理者として

管理及び運営を行っております。

申入れの理由といたしましては、現在のむつ商

工会議所が入居する建物は、昭和51年の建築から

48年を経過し、雨漏り等の老朽化が著しく業務に

支障が生じているとともに、今後の事業運営を考

慮した場合に、市の商工業の拠点として中心市街

地に所在する同施設内に入居していることが重要

と判断した結果であると伺っております。

市といたしましても、むつ商工会議所が同施設

に入居することにより、市の商工業の発展及び中

心市街地の活性化に寄与するものと考えられるこ

と、また、同施設建物をむつ商工会議所へ譲渡す

ることにより、むつ市公共施設等総合管理計画の

推進及び将来的な市の財政負担の軽減が見込まれ

ることから、市民の皆様への影響を考慮しながら

検討を進めてまいりたいと考えておりますので、

議員各位のご理解、ご支援をお願い申し上げ、ご

報告とさせていただきます。

〇議長（冨岡幸夫） これより質疑を行います。

ただいまの報告に対し、質疑ありませんか。12番

佐藤広政議員。

〇12番（佐藤広政） 今行政報告のほうをいただき

ました。財政が厳しい当市において、公共施設等

の統廃合は積極的に進めるべきと私は考えており

ますが、現在脇野沢地区においても新たな考え方

に基づいて、老朽化した施設のリニューアルを検

討されているものと認識はしております。今回む

つ下北観光物産館におきましても、むつ市にとっ

ても、むつ市民にとっても有益なものであること

が譲渡の大前提になるものと考えております。
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しかし、むつ商工会議所にとっての有益性は、

その次だと思います。建設費にどのぐらいの予算

をかけたのかは分かりませんが、むつ市の市民の

税金で建設したむつ市民の財産であります。まし

てや、まだ30年しかたっておりません。利用され

ている事業者、買物をする観光客にとっても大切

な施設、愛着のある施設だと思っております。

むつ市にとって観光・物産のシンボル的な施

設、場所であり、むつ市は今、夜景遺産、ジオパ

ークなど観光に力を入れ、海外にまで物産の販路

を求めて事業展開しておりますことから、むつ商

工会議所の事務所のため、財政の健全化のためと

いう理由で市の観光・物産のシンボル的施設を廃

止することはあまりにも無理があるのではないか

と思います。もっと他に統廃合しなければならな

いような施設があるのではないでしょうか。むつ

商工会議所の事務所となる空き事務所、空き店舗

は、他にあるのではないかと思います。むつ商工

会議所が率先して利活用すべきではないかと思い

ます。リニューアルすればまだまだ使える施設で

あり、立地場所も観光客にとってよい場所でもあ

ると考えます。

そこで、なぜこの時間のないような状況での提

案になったのか、もっと議論すべき点であり、議

員の全員協議会を開くべきではないかと思います

が、その点はどのように思いますか、お伺いいた

します。

〇議長（冨岡幸夫） 市長。

〇市長（山本知也） 全員協議会の申入れにつきま

しては、議会の判断でしていただければと思いま

すし、今回申入れについて報告をさせていただい

てございます。

今回の申入れにつきまして、ただいま行政報告

をさせていただきましたけれども、市といたしま

しては、将来的な市の財政負担の軽減を含めまし

て、市民の皆様への影響を考慮しながら検討を進

めてまいりたいと考えておりますので、ご理解賜

りたいと存じます。

〇議長（冨岡幸夫） 12番。

〇12番（佐藤広政） それを存続させる考えはない

のか、今後の観光・物産の施設はどのようにする

考えがあるのかお伺いいたします。

〇議長（冨岡幸夫） 市長。

〇市長（山本知也） むつ下北観光物産館につきま

しては、先ほど行政報告で申し上げましたとおり、

平成５年４月に供用開始されております。今後の

下北の観光・物産につきましては、現在検討して

おります道の駅整備事業の中で観光・物産につい

て振興してまいりたいと考えております。

むつ下北観光物産館の今の役目を申し上げます

と、１階に物販スペースがございます。２階につ

きましては、既に市内の商工業者を含めて事業者

の賃貸スペースになってございます。そういう意

味からしても、これから検討してまいりますので、

決定ということではございませんけれども、むつ

商工会議所に譲渡したからといって、そういった

ものが出ていくという可能性は低うございます。

もう一つは、今のこの施設が物産・観光という

意味では、ジオパークというご指摘もありました

けれども、ジオパークのエリアは今むつ来さまい

館のほうの２階にエリアが移されておりますの

で、そういったご指摘には当たらないものと認識

しております。

〇議長（冨岡幸夫） 12番。

〇12番（佐藤広政） 物産等はこれから道の駅にも

移していくというお話ですが、道の駅自体がまだ

まだ計画段階というか、青写真もできているか、

できていないかというような状況の中で、今もう

譲渡を考え、譲渡していくという形になると、ど

うしてもそのタイムラグ自体が出てくるのではな

いかと思います。

そういう点も含めまして、先ほど検討を進める
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ということなのですが、その検討の中で脇野沢地

区のように地域の市民の皆様から意見を聞く機会

を設け、その意見を反映させるような形を取って

いかなければならないとは思うのですが、その辺

はどのようにお考えでしょうか。

〇議長（冨岡幸夫） 市長。

〇市長（山本知也） まずは、物産ブースにつきま

しては、既に市の内部で検討させていただいてお

りまして、なくすということではなく、別のもの

に移転できるのかも含めて検討させていただいて

おります。

たたき台として、市民の皆さんに提供できる環

境が整えば、まずは議会に報告をさせていただき

たいと思いますし、そのことを通じて、物販も含

めてこういった形にしていきますという絵が今あ

りませんので、そのことを今ご説明できれば本来

はよかったのかもしれませんけれども、そういっ

た形で示せる段階になれば皆さんに示してまいり

たいと考えております。

〇議長（冨岡幸夫） ほかに質疑ありませんか。３

番佐藤武議員。

〇３番（佐藤 武） ここに譲渡ということですか

ら、譲渡には有償と無償があるわけですが、無償

譲渡と考えていいですか。

〇議長（冨岡幸夫） 産業政策部長。

〇産業政策部長（伊藤大治郎） 有償か無償かも含

めて、今後検討してまいりたいと思います。

〇議長（冨岡幸夫） ３番。

〇３番（佐藤 武） 市にとって、市民にとって大

切な財産ですので、やはりこれだけの財産を無償

譲渡するのはどうかというふうに私は考えている

のです。将来的に市の財政負担軽減のためという

こともありましたが、何しろ施設も恐らく、評価

はどのぐらいになるのか、ちょっと私も分かりま

せん。今回は行政報告という形で出されましたけ

れども、これを行政報告ではなくて、議案として

提出するお考えはないかどうか伺います。

〇議長（冨岡幸夫） 市長。

〇市長（山本知也） 本議案として提出するという

ことであれば、むつ下北観光物産館の設置条例に

ついて、廃止の条例を上げるということで議論す

ることになりますので、そのことを決定した上で

上げて議論されることになります。その前の段階

で議会の皆さんに、市民の皆さんに報告するとい

う意味で今回行政報告をさせていただいておりま

すので、そのことについてはご理解を賜りたいと

存じます。

〇議長（冨岡幸夫） ３番。

〇３番（佐藤 武） それでは、今回の報告の趣旨

としては、議会や市民の皆さんに報告をするとい

うことで、今後のことについては改めて議会に諮

るというふうな捉え方でよろしいでしょうか。

〇議長（冨岡幸夫） 市長。

〇市長（山本知也） 行政報告で申し上げましたと

おり、むつ商工会議所からの申入れについて報告

をさせていただき、私のほうからは、市民の皆様

への影響を考慮しながら検討を進めてまいりたい

と考えているということでございますので、そう

いったことも含めまして今後検討していくと。

そして、議会にかけるというのは、先ほど申し

上げておりますとおり、継続するのであれば、継

続する議案というものはございません。既に設置

条例がありますので、廃止の議案を提案させてい

ただくということになります。いずれにいたしま

しても、最終決定は議会に委ねられているという

ふうに認識をしております。

〇議長（冨岡幸夫） ほかに質疑ありませんか。５

番濵田栄子議員。

〇５番（濵田栄子） １点お伺いいたします。

現在しもきたＴＡＢＩあしすと、そしてむつ商

工会議所が預かっております。むつ下北コンベン

ション誘致推進協議会、下北物産協会、そのほか
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むつ市観光協会の合併の話が今進んで、今年度中

には合併というふうな予定のようですけれども、

そのまた新しい物産と観光を担う組織ができる前

にこういったむつ下北観光物産館の譲渡というこ

とはどういうふうに考えているのでしょうか。

〇議長（冨岡幸夫） 市長。

〇市長（山本知也） ただいまのご指摘につきまし

ては、観光団体の合併の件だと認識しております

けれども、しもきたＴＡＢＩあしすと、観光協会

は少し延期するという話でありますので、物産、

あとは下北地域の各エリアの観光団体の統合につ

いてと、今回のむつ下北観光物産館の譲渡につき

ましては関連性がございませんで、むつ商工会議

所からの申入れによりまして、検討を始めたとい

うことでございます。

〇議長（冨岡幸夫） ５番。

〇５番（濵田栄子） 今回の新組織と今回のむつ下

北観光物産館の譲渡は関係ないとはおっしゃいま

すけれども、関係は十分あると思います。むつ市

観光協会も事務所を使っておりますし、下北物産

協会も物産の販売ブースを使っていると思います

ので、皆さんがその中で活用している中で、新た

な組織にというのであれば理解もできますけれど

も、むつ商工会議所にと。申入れなので、報告さ

れたと思うのですけれども、その件に関しては市

長はどのようにお考えですか。

〇議長（冨岡幸夫） 市長。

〇市長（山本知也） もちろん下北物産協会で今物

産販売をむつ下北観光物産館で実施していただい

ておりますので、そのことについては次のしもき

たツーリズムで担うことになります。そういう意

味では関連性がございますし、今しもきたＴＡＢ

Ｉあしすとの事務所は市役所の庁舎内にあります

けれども、法人でありますので、外に出したいと

いう思いもあります。そういった中では、むつ下

北観光物産館もしくはむつ来さまい館の中ででき

ないかということも検討しているのは周知の事実

でございます。

今回いただいた申入れにつきましては、そのこ

とに関連してというよりは、むつ商工会議所の申

入れによりまして、検討に着手する、そして先ほ

ど佐藤広政議員からもご指摘がありましたけれど

も、物産ブースについては今後検討ですので、む

つ下北観光物産館を譲渡した場合は違うところに

持っていく検討に着手をしておりますので、関連

があると言えば関連がありますし、譲渡するため

に合併したかと言われると、全くそれとはまた別

物で、今はむつ商工会議所からの申入れによって

次の物産販売の場所をどうするか、むつ市観光協

会も入っていますので、その移転場所をどうする

かの検討に着手したいというふうな報告をさせて

いただいたと認識をしております。

〇議長（冨岡幸夫） ５番。

〇５番（濵田栄子） ありがとうございます。個々

の対応をしておりますと、総合的なまちづくりが

できない部分もありますので、もう合併は拙速に

進められている部分がありますけれども、そうい

ったこと、やっぱりまちのデザインというのをし

っかり考えた方法を取っていただきたいなと思い

ます。

終わります。

〇議長（冨岡幸夫） ほかに質疑ありませんか。14番

中村正志議員。

〇14番（中村正志） 最初この行政報告があると聞

いたときに、申入れがあって、それで行政報告か

というふうな、別に行政報告要らないのかなとい

うふうに感じていたのですけれども、本来これま

でのこの程度の行政報告の流れですと、ある程度

決まってから報告ということなのですが、今回は

申入れがあった時点で報告をしてくれたというこ

とで、私たちとすれば決まるまでの期間が長くて、

いろいろ検討する期間があって、大変よかったな
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というふうに感じております。

そこで、ちょっと何点かお聞きしたいと思うの

ですが、今回の申入れの場面で、むつ商工会議所

さんのほうから、譲渡してもらったらこういうふ

うに施設を運営していきたいとか、こういうふう

に使いたいというふうな、そういうふうな細かい

ところまでの申入れはあったのかどうかが１つ

と、あとむつ市公共施設等総合管理計画の推進と

いうことですが、これを譲渡することによって、

どういうふうな部分で推進が図られるのか、２点

お聞きしたいと思います。

〇議長（冨岡幸夫） 市長。

〇市長（山本知也） むつ商工会議所の皆様はじめ

協同組合むつ管工事協会、下北郡電気工事工業協

同組合はじめ下北・むつ市企業連携協議会の中で

今産業振興、企業誘致に向かって一緒になって取

り組んでいる現状がございます。

そういった中で、むつ下北観光物産館におきま

しては、現状としてパングループの皆さんと東京

電力の方が入居していただいているということに

なってございます。３階部分も会議室として、こ

この部分について市民の皆さんにご利用いただい

ている。あとは観光物産スペースが１階にあると

いうことでございますので、そういった部分が代

替できるのであれば、この施設については商工発

展の施設としてむつ商工会議所が今指定管理して

おりますので、むつ商工会議所の事務所と一体的

に商工業の発展、できれば企業誘致も一緒になっ

て進められる施設であるべきだというふうな思い

入れをむつ商工会議所の皆さんから伺っておりま

す。

そういった意味からすると、この施設は今後も

商工業の発展に期する、そしてここではむつ商工

会議所に今担っていただいております創業支援な

ども含めて、この会場でやられている現状もあり

ますので、そういったことも一緒になってやって

ほしいというふうな思いがございます。

また、まちづくりに関係することでございます

ので、今後当市が道の駅の整備に向かっていくに

当たりましては、むつ下北観光物産館という機能

というのは、本来は道の駅にあるべきだと私自身

は思いますし、まずは道の駅に観光客が市外から

来ていただいて、さあ、下北の観光、どこに行こ

うという情報案内をするのが道の駅の役割だと思

いますので、そういったところに移行していくも

のと思います。

そういった意味では、今脇野沢の公共施設も再

編というものをやっておりますけれども、全ての

施設を残して新しい施設を建てるというのは、こ

の市の財政では非常に厳しいものがありますの

で、指定管理料もウン千万円、ここの施設にかか

っておりますので、負担を軽減して新しいものに

チャレンジしていくむつ市であるべきだというふ

うな思いがあります。決定ではありませんけれど

も、中村議員おっしゃるとおり、決まる前に議会

に行政報告をさせていただいてご意見を伺う姿勢

でやってまいりたいと思いますので、廃止の条例

をいきなり上げて議会に諮るということではなく

て、行政報告の中で、いただいた時点で報告をさ

せていただいて、市民の皆さんの意見も聞きなが

ら進めてまいりたいと考えております。

〇議長（冨岡幸夫） 14番。

〇14番（中村正志） そうしますと、現時点では観

光・物産という機能については、譲渡後はそこに

置くとか置かないとかという話はまだ出ていない

というふうな理解でよろしいですか。

〇議長（冨岡幸夫） 産業政策部長。

〇産業政策部長（伊藤大治郎） まだその施設の中

をどのように活用するかとか、そういったことに

ついては今後検討していくということでご理解い

ただきたいと思います。

〇議長（冨岡幸夫） ほかに質疑ありませんか。２
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番杉浦弘樹議員。

〇２番（杉浦弘樹） １点質疑いたします。

今回のむつ商工会議所の申入れの部分なのです

けれども、こちらのほう、大体どのくらいかけて

議論して、そして最終的に決定していきたいと思

っているのか、市の考えのほうをお聞きしたいと

思います。

〇議長（冨岡幸夫） 市長。

〇市長（山本知也） どのぐらいというと、目安を

今持っているわけではございませんので、できる

だけ早い段階に物産スペースをどのようにする

か、また会議スペースということで今市民の皆さ

んにご利用いただいていると思いますけれども、

そのスペースがほかで代替できるのか、会議スペ

ースとして使っている方たちが、ほかのところで

できるのであれば、それで構わないと考えており

ますし、市民の皆さんの不便にならないというの

が一番大事なことだと思いますので、この施設が

なくても、代替する施設があるのであれば、そち

らに代替できると思います。

観光物産スペースも、先ほど濵田議員からご指

摘ありましたけれども、下北物産協会で今担って

おりまして、新団体に移行する予定でございます。

下北駅前でも今物産スペースを持っておりますの

で、どこに持っていくのが一番いいのかも含めて、

各団体と調整しながら、決まった時点で皆様にご

報告申し上げたいと思います。

〇議長（冨岡幸夫） ２番。

〇２番（杉浦弘樹） 今回の行政報告の部分でのむ

つ商工会議所からの申入れの部分を見ていきます

と、むつ商工会議所のほうで考えている部分と今

の現状の部分で、むつ市のほうで、この施設の管

理の部分、そういった部分から、双方のメリット

が一致してのこういうふうな話になったのかなと

いうふうに受け止めております。

そこで、今回この申入れがあるに当たって、実

際にむつ商工会議所のほうから話があったのか、

それとも事前にお互いメリットが一致するから、

ではこうしていきますかというふうなことで今回

のこの申入れがあったのか、その辺のほうをお聞

きしたいと思います。

〇議長（冨岡幸夫） 産業政策部長。

〇産業政策部長（伊藤大治郎） 行政報告のとおり、

むつ商工会議所のほうから申入れをいただいたと

いうことでございます。

〇議長（冨岡幸夫） ２番。

〇２番（杉浦弘樹） であれば、施設が老朽化して

いるというのであれば、本来だったらむつ商工会

議所のほうが、自分たちの今建っているところを

取壊しして建てるのが、また新たに事業をしてい

くに当たって、適正な形の建物を建てていくほう

がいいと思っているのです。では、なぜ今回この

むつ市で持っている施設のほうを譲渡してほしい

というふうなことになったのか、正直私はこれ見

る限り分からないのです。そういったところから

も、今回市のほうで、やはりこの施設の管理計画

の部分で、幾らか縮小していきたいという思惑が

あったからこういうふうなことになったのではな

いのかなと思っているのですけれども、その辺に

ついてもう一度お聞きしたいと思います。

〇議長（冨岡幸夫） 市長。

〇市長（山本知也） まずは商工会議所から申入れ

がありまして、その際に当市といたしましても、

むつ商工会議所に当該施設を現状として指定管理

いただいている、むつ来さまい館も含めて両方の

施設を指定管理いただいている現状がございま

す。そういった中で、むつ商工会議所の職員にど

ちらの施設も管理いただいておりますので、そち

らに事務局というものを置かれております。そう

いった中で、先ほど行政報告で申し上げましたと

おり、市の観光物産の振興を図るとともに、市民

の皆さんの文化活動等に供することを目的にむつ
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下北観光物産館を設置しておりますけれども、む

つ来さまい館だけでもそういった機能を担えるの

ではないか、同じような施設が２つあそこに存在

しているというふうに市としても認識しておりま

す。

市の公共施設が、これは振り返ってみればとい

うことになりますけれども、当時の電源三法交付

金で建てられたのがむつ来さまい館でございま

す。その財源があったからあそこにそういった施

設が建った。今現状としては、下北半島縦貫道路

の出口が柳町のところに下りてまいりますけれど

も、そこから入って、観光物産のためにあそこま

で入り組んだところにやってくるかと申し上げま

すと、なかなか難しいのではないかというような

思いを今持っています。

まちづくりとして、市の入り口である場所に道

の駅の整備が必要だというふうに思いますし、ア

クセスがしやすい場所にあるほうが現状の車の社

会、なかなか公共交通機関も維持が困難な場合に

おいて、そういった将来像をむつ市で見据えた場

合に、本当にこの２施設が市民のための施設にな

っているのかと議論した場合には、むつ商工会議

所の提案は私たちの公共施設等総合管理計画、先

ほども行政報告で申し上げましたけれども、公共

施設等総合管理計画の推進及び将来的な市の財政

負担の軽減も見込まれますので、そういった意味

では杉浦議員おっしゃるとおり、市の思惑という

のですかね、市の考えとも一致しています。これ

は、市民の皆さんにとっても公共施設を管理する

ためには市民の税金を使って数千万円のお金を払

っているわけですので、代替の施設でそれが補完

できるのであれば、市民の皆さんへのサービスが

拡充する財源になるというふうな認識をしていま

すので、市民の皆さんが使う施設でありながらも、

そこに負担がかかっていて市民サービスが縮小す

るのであれば、それは縮小して市民のサービスを

増やすほうにかじを切ったほうが市民生活が向上

するものと市としては今認識しておりまして、そ

のことについて検討させてくださいという報告を

させていただいてございます。

〇議長（冨岡幸夫） ほかに質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（冨岡幸夫） 質疑なしと認めます。

これで質疑を終わります。

以上で行政報告を終わります。

◎日程第２～日程第21 委員長報告、

質疑、討論、採決

〇議長（冨岡幸夫） 日程第２ 議案第82号 むつ

市部設置条例の一部を改正する条例から、日程第

21 議案第108号 むつ市議会議員の議員報酬及

び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例ま

での20件を一括議題といたします。

委員会付託した議案についての各常任委員会に

おける審査の経過並びに結果について、各常任委

員長から報告を求めます。

まず、総務教育常任委員長の報告を求めます。

総務教育常任委員長。

（11番 野中貴健議員登壇）

〇11番（野中貴健） おはようございます。総務教

育常任委員会に付託されました議案12件につい

て、審査の経過と結果をご報告申し上げます。

本委員会は、12月10日、関係部長等の出席を求

めて審査いたしました。

審査の結果は、委員会審査報告書のとおりであ

りますが、付託されました議案のうち、議案第

108号につきましては、反対討論がありましたが、

賛成多数で原案のとおり可決すべきものと決定

し、ほか11議案につきましては、全会一致で原案

のとおり可決すべきものと決定いたしました。

以下、審査の過程において出されました主なる
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質疑等について申し上げます。

初めに、議案第82号 むつ市部設置条例の一部

を改正する条例についてでありますが、理事者側

から、持続可能なまちづくりに向けた市の重要施

策の取組をさらに推進させるため、現在の子ども

みらい部の「子ども」の表記を平仮名表記に改め

る名称変更をするとともに、産業政策部を農林水

産部及び商工観光部に、都市整備部及び建設技術

部をまちづくり推進部に、それぞれ再編するもの

であるとの説明がありました。

これに対し委員から、条例第２条第７号の「産

業振興に関すること」を削除した理由について質

疑があり、理事者側から、産業政策部を農林水産

部及び商工観光部の２つに分け所管する産業部門

を特化し、それぞれの産業振興を図っていくこと

としたため、削除したとの答弁がありました。

さらに同じ委員から、産業政策部を２つに分け

ることで連携が取りづらくなる等、再編による影

響をどう考えるかとの質疑があり、理事者側から、

これまでも部横断的な業務に関しては各部長の

下、連携して協議を行っているのでその点につい

ては問題ないと考えているとの答弁がありまし

た。

また、別の委員から、商工観光部について、来

年度新たに発足する観光物産関連団体とはどのよ

うに連携していくのかとの質疑があり、理事者側

から、今後担当部の中で検討されると思うが、商

工観光部門に特化することでより効果的な取組が

できるものと考えているとの答弁がありました。

次に、議案第84号 むつ市立学校設置条例の一

部を改正する条例についてでありますが、理事者

側から、来年４月１日から正津川小学校を大畑小

学校に統合することに伴い、条文整備をするため

のものであるとの説明がありました。

これに対し委員から、条例のほかに引き継ぐべ

きものや、進めている事案等はあるかとの質疑が

あり、理事者側から、学校統合に当たり、学校の

理念や備品等も含め、学校の方で色々調整してい

ただいているとの答弁がありました。

次に、議案第86号 むつ市犯罪被害者等支援条

例の一部を改正する条例についてでありますが、

理事者側から、犯罪行為により被害を受けた犯罪

被害者等の経済的負担の軽減を図るため、見舞金

制度の導入をするもので、犯罪行為により死亡し

た場合、遺族見舞金として30万円を支給し、重傷

病を負った場合、重傷病見舞金として10万円を支

給するものであるとの説明がありました。

これに対し委員から、本条例の改正前における

該当者数について質疑があり、理事者側から、む

つ警察署管内では過去５年間で死亡０件、重傷病

１件と伺っているとの答弁がありました。

また、別の委員から、重傷病については１か月

以上の入院が対象となるのかとの質疑があり、理

事者側から、入院・通院に関わらず１か月以上の

療養が必要と医師が診断したものが対象になると

の答弁がありました。

さらに同じ委員から、条例第10条の「支援を行

うことが社会通念上適切でないと認められると

き」とはどのような場合を想定し、その判断は誰

が行うのかとの質疑があり、理事者側から、犯罪

に至る行為に対して幇助教唆している場合や、被

害者が反社会的勢力に属している場合等があり、

警察に判断を仰ぐこととなっており、情報提供も

いただけるとの答弁がありました。

また、別の委員から、国、県と連動した支援策

はあるかとの質疑があり、理事者側から、連動は

していないが、国にも警察が窓口となる支援制度

があり、死亡の場合の支援金額は、事件当時の年

齢や収入、遺族の人数等によって決められている

との答弁がありました。

また、別の委員から、支援金の予算科目及び見

舞金の金額を条例に記載していない理由について
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質疑があり、理事者側から、今年度は予備費充用

により支出し、次年度以降は当初予算で計上予定

であり、見舞金については金額の変動が想定され

ることから、迅速に対応するため要綱に金額を記

載したものであるとの答弁がありました。

さらに同じ委員から、金額について議会が関与

しないことへの市の見解について質疑があり、理

事者側から、条例で金額を規定する自治体もある

が、支給額は県内の例を踏襲した上で市の要綱を

定め、次年度以降については見舞金を予算化して

議会の承認を得た上で進めていくとの答弁があり

ました。

次に、議案第90号 青森県市町村職員退職手当

組合を組織する地方公共団体の数の減少及び青森

県市町村職員退職手当組合規約の変更についてで

ありますが、理事者側から、構成団体である西北

五環境整備事務組合が来年３月31日をもって解散

することに伴い、青森県市町村職員退職手当組合

を組織する地方公共団体の数の減少及び組合規約

の変更について、関係地方公共団体と協議するた

めのものであるとの説明がありましたが、委員か

らの質疑等はありませんでした。

次に、議案第91号 青森県市町村総合事務組合

を組織する地方公共団体の数の減少及び青森県市

町村総合事務組合規約の変更についてであります

が、理事者側から、構成団体である西北五環境整

備事務組合が来年３月31日をもって解散すること

に伴い、青森県市町村総合事務組合を組織する地

方公共団体の数の減少及び組合規約の変更につい

て、関係地方公共団体と協議するためのものであ

るとの説明がありました。

これに対し委員から、西北五環境整備事務組合

が解散する理由について質疑があり、理事者側か

ら、ごみ処理施設建設事業を進めるに当たり、西

北五広域行政事務組合と統合し事務事業を進める

ため解散すると伺っているとの答弁がありまし

た。

次に、議案第95号から議案第98号までの定住自

立圏形成協定の一部を変更する協定の締結につい

てでありますが、理事者側から、大間町、東通村、

風間浦村及び佐井村との間において、定住自立圏

の形成に関し必要な事項を改め、それぞれ定住自

立圏形成協定の一部を変更するためのものである

との説明がありました。

これに対し委員から、今回の改正は削除項目が

多いが、販路拡大やニホンザル被害対策について

は広域で取り組んだほうが効果は出るのではない

かと質疑があり、理事者側から、販路拡大につい

ては、現在各自治体においてそれぞれの特色を生

かして独自に取り組んでいること、また、来年４

月に下北地域の観光物産関連団体が合併し、民間

の活動を中心に稼げる地域を目指して取組を進め

ていくということから、今回定住自立圏の枠組み

から外すという形になった。また、ニホンザル被

害対策については、これまで定住自立圏の枠組み

の中で、有害鳥獣対策についてはニホンザルとそ

の他の有害鳥獣に分かれていたが、取組の中心で

あった「下北半島のニホンザル被害対策市町村等

連絡会議」が「下北半島鳥獣被害対策市町村等連

絡協議会」に変更となり、ニホンザルだけではな

くそのほかの有害鳥獣も含めた形で一本化して取

り組むこととなったことに伴い、変更したもので

あるとの答弁がありました。

次に、議案第106号 むつ市職員の給与に関す

る条例の一部を改正する条例についてであります

が、理事者側から、青森県人事委員会の県職員の

給与に関する勧告に鑑み、市職員の給料月額、寒

冷地手当の額並びに期末手当及び勤勉手当の支給

割合を改定するためのものであるとの説明があり

ましたが、委員からの質疑等はありませんでした。

次に、議案第107号 むつ市特別職職員の給与

に関する条例の一部を改正する条例についてであ
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りますが、理事者側から、市長、副市長、教育長

及び公営企業管理者の期末手当の支給割合を改定

するためのものとの説明がありましたが、委員か

らの質疑等はありませんでした。

次に、議案第108号 むつ市議会議員の議員報

酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条

例についてでありますが、理事者側から、市議会

議員の期末手当の支給割合を改定するためのもの

であるとの説明がありました。

これに対し委員から、今年度の100分の10の増

額改定は、来年度以降も適用されるのかとの質疑

があり、理事者側から、そのようになるとの答弁

がありました。

さらに同じ委員から、教育費に十分な予算が措

置されていない状態で、議員の報酬等を増額する

ことには反対であるとの討論がありました。

以上で、総務教育常任委員会の審査報告を終わ

ります。

〇議長（冨岡幸夫） これで総務教育常任委員長の

報告を終わります。

次は、産業建設常任委員長の報告を求めます。

産業建設常任委員長。

（９番 富岡直哉議員登壇）

〇９番（富岡直哉） 産業建設常任委員会に付託さ

れました議案４件について、審査の経過と結果を

ご報告申し上げます。

本委員会は、12月10日、関係部長等の出席を求

めて審査いたしました。

審査の結果は、委員会審査報告書のとおりであ

りますが、付託されました議案につきましては、

全会一致で原案のとおり可決すべきものと決定い

たしました。

以下、審査の過程において出されました主なる

質疑等について申し上げます。

初めに、議案第92号 市道路線の認定について

でありますが、理事者側から、老人憩いの家「福

寿荘」までの道をロードヒーティングとするため

のほか、寄附採納及び開発行為により帰属された

ため、７路線を市道として認定するものであると

の説明がありました。

これに対し委員から、議案の提案理由における

「既存の市有道路を市道として管理する」という

部分の解釈について質疑があり、理事者側から、

これまでは市有財産の敷地内通路等として管理し

ていたが、認定市道として道路法により管理して

いくこととなるとの答弁がありました。

次に、議案第93号 市道路線の変更についてで

ありますが、理事者側から、国道338号大湊Ⅱ期

バイパスの整備による起点の変更のほか、下北森

林管理署との併用林道協定の解除による区間の短

縮並びに寄附採納及び開発行為により帰属された

ことによる既存路線の延長のため、３路線を変更

するものであるとの説明がありました。

これに対し委員から、現時点において市で把握

している大湊Ⅱ期バイパス整備の進捗状況につい

て質疑があり、理事者側から、第261回定例会に

おける一般質問の答弁と一部重複するが、１工区

については道路改良工事が進められており、また、

２工区については未取得の用地の青森県収用委員

会への裁決申請が完了したほか、取得済みの箇所

の道路改良工事が進められており、今年度は大湊

浜町の既存区間との接合部付近等の３か所で工事

が行われているとの答弁がありました。

次に、議案第94号 市道路線の廃止についてで

ありますが、理事者側から、下北森林管理署との

併用林道協定の解除によるほか、現況が水路敷地

であるため、２路線を廃止するものであるとの説

明がありましたが、委員からの質疑等はありませ

んでした。

次に、議案第105号 令和６年度むつ市水道事

業会計補正予算についてでありますが、理事者側

から、配水管布設替工事及び浄水施設の流量計交
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換工事等の追加工事が必要となったため、業務の

予定量において3,831万3,000円を、資本的収入に

おいて1,760万円を、資本的支出において3,831万

3,000円をそれぞれ増額し、並びに給水管からの

漏水件数の増加に伴う修繕経費の増のため、収益

的支出において1,175万9,000円を増額するもので

あるとの説明がありました。

これに対し委員から、修繕経費の増額の要因で

ある水道管の漏水について質疑があり、理事者側

から、主なものは道路内における個人所有の給水

管からの漏水であるとの答弁がありました。

以上で、産業建設常任委員会の審査報告を終わ

ります。

〇議長（冨岡幸夫） これで産業建設常任委員長の

報告を終わります。

次は、民生福祉常任委員長の報告を求めます。

民生福祉常任委員長。

（10番 村中浩明議員登壇）

〇10番（村中浩明） 民生福祉常任委員会に付託さ

れました議案４件について、審査の経過と結果を

ご報告申し上げます。

本委員会は、12月10日、関係部長等の出席を求

めて審査いたしました。

審査の結果は、委員会審査報告書のとおりであ

りますが、付託されました議案につきましては、

全会一致で原案のとおり可決すべきものと決定い

たしました。

以下、審査の過程において出されました主なる

質疑等について申し上げます。

初めに、議案第83号 むつ市国民健康保険税条

例の一部を改正する条例についてでありますが、

理事者側から、青森県国民健康保険運営方針に基

づき、国民健康保険税の介護納付金分の算定方式

を所得割額及び被保険者均等割額の２方式から世

帯別平等割額を加えた３方式にするためのもので

あり、現在の介護納付金分の被保険者均等割額を

２万900円から１万3,900円に改め、減額分の

7,000円を世帯別平等割額とするとの説明があり

ました。

これに対し委員から、条例改正に至った経緯に

ついて質疑があり、理事者側から、青森県国民健

康保険運営方針において、令和12年度からの保険

料率の県内完全統一を目指すこととしており、ま

ずは、令和７年度から県内全市町村の国民健康保

険税の算定方式を所得割、均等割、平等割の３方

式に統一することが定められているため行うもの

であるとの答弁がありました。

次に、議案第85号 むつ市ふれあいスポーツパ

ーク条例の一部を改正する条例についてでありま

すが、理事者側から、むつ市体育協会が令和６年

４月１日にむつ市スポーツ協会に名称を変更した

ことに伴い、所要の条文整理をするためのもので

あるとの説明がありました。

これに対し委員から、名称変更に伴い、組織体

制及び運営方針に変更はあるのかとの質疑があ

り、理事者側から、名称は変更されたが、組織体

制及び運営方針に変更はないものと認識している

との答弁がありました。

次に、議案第87号 むつ市地域包括支援センタ

ーにおける包括的支援事業の実施に関する基準を

定める条例の一部を改正する条例についてであり

ますが、理事者側から、介護保険法施行規則の一

部改正により、専門職の配置について特例措置が

設けられたことに伴い、地域包括支援センターの

職員配置基準を緩和するほか、所要の条文整備を

するためのものである。具体的な内容として、１

点目は、常勤換算方法により職員配置基準を満た

すことが可能となり、複数人の非常勤職員の勤務

時間を合計し、常勤の１名分の勤務時間となれば、

非常勤を雇用形態として活用できることになる。

２点目は、これまでは１つの包括支援センターご

とに基準の人数を配置するということが原則とな
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っていたが、改正後は、条件を満たすことにより、

複数の地域包括支援センターで合算し、３つの専

門職の配置基準人数を満たせばよいこととなると

の説明がありました。

これに対し委員から、職員配置基準の緩和によ

り市内の地域包括支援センターの職員配置基準は

どのように変更となるのかとの質疑があり、理事

者側から、現在、委託を行っている２つの地域包

括支援センター各々では、担当する区域の高齢者

数に対しての職員配置基準には足りない状況であ

るが、不足分については、市直営の地域包括支援

センターに専門職を配置し、後方支援という形で

カバーしているところである。今回の職員配置基

準の緩和により、市直営の地域包括支援センター

の専門職を含めることができ、センター全体で職

員配置基準を満たすことになるとの答弁がありま

した。

さらに同じ委員から、職員配置基準の緩和によ

る地域包括支援センターのサービス提供の変化に

ついて質疑があり、理事者側から、今回の改正に

よるサービス提供の変化はないものと考えている

との答弁がありました。

また、別の委員から、職員配置基準は緩和され

たが、今後、専門職の配置をどのように考えてい

るかとの質疑があり、理事者側から、特例措置に

より、合算では職員配置基準を満たすこととなる

が、それぞれの地域包括支援センターでは人材確

保が困難となっている状況であること、また、近

年は相談件数の増加により、相談職員も多忙を極

めている状況であることから、今後も必要な人員

を配置できるよう努力していきたいとの答弁があ

りました。

次に、議案第89号 指定管理者の指定について

でありますが、理事者側から、むつ市ウェルネス

パーク及びむつ市総合アリーナの指定管理者に、

山内土木株式会社を指定するためのもので、指定

期間は令和７年４月１日から令和12年３月31日ま

での５年間としているとの説明がありました。

これに対し委員から、指定管理者の選定に係る

透明性の確保について質疑があり、理事者側から、

選定に当たっては、応募団体から指定管理者指定

申請書を提出していただき、むつ市指定管理者選

定委員会において、指定管理者評価基準に基づく

評価表により選定している。また、選定結果を市

ホームページで公表しており、選定に係る透明性

は確保されているものと認識しているとの答弁が

ありました。

また、別の委員から、第80回国民スポーツ大会

のため、むつ市総合アリーナ南側に整備されてい

るセーリング競技艇置場の大会終了後の管理につ

いて質疑があり、理事者側から、大会終了後はセ

ーリング競技艇置場跡地を駐車場として活用する

予定としており、一体で管理していただく予定で

あるとの答弁がありました。

また、別の委員から、指定管理施設職員の給与

体系について質疑があり、理事者側から、給与は

指定管理を行う各団体の給与体系に基づき決定す

ることになるとの答弁がありました。

また、別の委員から、両施設を同じ指定管理者

とするメリットについて質疑があり、理事者側か

ら、人件費の削減及び両施設が連携した形で様々

な競技、大会等が行えるメリットがあるとの答弁

がありました。

さらに同じ委員から、指定管理者が行う自主事

業による通常利用される方への影響について質疑

があり、理事者側から、基本的には指定管理業務

を行う中で、空き時間等を活用し自主事業を実施

することになり、現状では、自主事業により利用

者が増加し、利用促進が図られているとの答弁が

ありました。

以上で、民生福祉常任委員会の審査報告を終わ

ります。
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〇議長（冨岡幸夫） これで民生福祉常任委員長の

報告を終わります。

以上で各常任委員長の報告を終わります。

ここで議事整理のため、午前11時15分まで暫時

休憩いたします。

午前１０時５６分 休憩

午前１１時１５分 再開

〇議長（冨岡幸夫） 休憩前に引き続き会議を開き

ます。

これより質疑、討論、採決を行います。

先ほど一括議題といたしました20議案について

は、それぞれ区分して質疑、討論、採決を行いま

すので、ご了承願います。

◇議案第８２号

〇議長（冨岡幸夫） まず、議案第82号 むつ市部

設置条例の一部を改正する条例について、総務教

育常任委員長報告に対し、質疑に入ります。

質疑の通告がありません。これで通告による質

疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（冨岡幸夫） 質疑なしと認めます。以上で

質疑を終わります。

これより討論に入ります。討論の通告がありま

せんので、直ちに採決いたします。

本案に対する委員長の報告は可決であります。

委員長報告のとおり可決することにご異議ありま

せんか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（冨岡幸夫） ご異議なしと認めます。よっ

て、議案第82号は委員長報告のとおり可決されま

した。

◇議案第８３号

〇議長（冨岡幸夫） 次は、議案第83号 むつ市国

民健康保険税条例の一部を改正する条例につい

て、民生福祉常任委員長報告に対し、質疑に入り

ます。

質疑の通告がありません。これで通告による質

疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（冨岡幸夫） 質疑なしと認めます。以上で

質疑を終わります。

これより討論に入ります。討論の通告がありま

せんので、直ちに採決いたします。

本案に対する委員長の報告は可決であります。

委員長報告のとおり可決することにご異議ありま

せんか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（冨岡幸夫） ご異議なしと認めます。よっ

て、議案第83号は委員長報告のとおり可決されま

した。

◇議案第８４号

〇議長（冨岡幸夫） 次は、議案第84号 むつ市立

学校設置条例の一部を改正する条例について、総

務教育常任委員長報告に対し、質疑に入ります。

質疑の通告がありません。これで通告による質

疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（冨岡幸夫） 質疑なしと認めます。以上で

質疑を終わります。

これより討論に入ります。討論の通告がありま

せんので、直ちに採決いたします。

本案に対する委員長の報告は可決であります。

委員長報告のとおり可決することにご異議ありま

せんか。

（「異議なし」の声あり）
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〇議長（冨岡幸夫） ご異議なしと認めます。よっ

て、議案第84号は委員長報告のとおり可決されま

した。

◇議案第８５号

〇議長（冨岡幸夫） 次は、議案第85号 むつ市ふ

れあいスポーツパーク条例の一部を改正する条例

について、民生福祉常任委員長報告に対し、質疑

に入ります。

質疑の通告がありません。これで通告による質

疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（冨岡幸夫） 質疑なしと認めます。以上で

質疑を終わります。

これより討論に入ります。討論の通告がありま

せんので、直ちに採決いたします。

本案に対する委員長の報告は可決であります。

委員長報告のとおり可決することにご異議ありま

せんか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（冨岡幸夫） ご異議なしと認めます。よっ

て、議案第85号は委員長報告のとおり可決されま

した。

◇議案第８６号

〇議長（冨岡幸夫） 次は、議案第86号 むつ市犯

罪被害者等支援条例の一部を改正する条例につい

て、総務教育常任委員長報告に対し、質疑に入り

ます。

質疑の通告がありません。これで通告による質

疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（冨岡幸夫） 質疑なしと認めます。以上で

質疑を終わります。

これより討論に入ります。討論の通告がありま

せんので、直ちに採決いたします。

本案に対する委員長の報告は可決であります。

委員長報告のとおり可決することにご異議ありま

せんか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（冨岡幸夫） ご異議なしと認めます。よっ

て、議案第86号は委員長報告のとおり可決されま

した。

◇議案第８７号

〇議長（冨岡幸夫） 次は、議案第87号 むつ市地

域包括支援センターにおける包括的支援事業の実

施に関する基準を定める条例の一部を改正する条

例について、民生福祉常任委員長報告に対し、質

疑に入ります。

質疑の通告がありません。これで通告による質

疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（冨岡幸夫） 質疑なしと認めます。以上で

質疑を終わります。

これより討論に入ります。討論の通告がありま

せんので、直ちに採決いたします。

本案に対する委員長の報告は可決であります。

委員長報告のとおり可決することにご異議ありま

せんか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（冨岡幸夫） ご異議なしと認めます。よっ

て、議案第87号は委員長報告のとおり可決されま

した。

◇議案第８９号

〇議長（冨岡幸夫） 次は、議案第89号 指定管理

者の指定について、民生福祉常任委員長報告に対

し、質疑に入ります。
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本案は、むつ市ウェルネスパーク外１施設の指

定管理者を指定するためのものであります。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（冨岡幸夫） 質疑なしと認めます。以上で

質疑を終わります。

これより討論に入ります。討論の通告がありま

せんので、直ちに採決いたします。

本案に対する委員長の報告は可決であります。

委員長報告のとおり可決することにご異議ありま

せんか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（冨岡幸夫） ご異議なしと認めます。よっ

て、議案第89号は委員長報告のとおり可決されま

した。

◇議案第９０号

〇議長（冨岡幸夫） 次は、議案第90号 青森県市

町村職員退職手当組合を組織する地方公共団体の

数の減少及び青森県市町村職員退職手当組合規約

の変更について、総務教育常任委員長報告に対し、

質疑に入ります。

質疑の通告がありません。これで通告による質

疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（冨岡幸夫） 質疑なしと認めます。以上で

質疑を終わります。

これより討論に入ります。討論の通告がありま

せんので、直ちに採決いたします。

本案に対する委員長の報告は可決であります。

委員長報告のとおり可決することにご異議ありま

せんか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（冨岡幸夫） ご異議なしと認めます。よっ

て、議案第90号は委員長報告のとおり可決されま

した。

◇議案第９１号

〇議長（冨岡幸夫） 次は、議案第91号 青森県市

町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の

減少及び青森県市町村総合事務組合規約の変更に

ついて、総務教育常任委員長報告に対し、質疑に

入ります。

質疑の通告がありません。これで通告による質

疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（冨岡幸夫） 質疑なしと認めます。以上で

質疑を終わります。

これより討論に入ります。討論の通告がありま

せんので、直ちに採決いたします。

本案に対する委員長の報告は可決であります。

委員長報告のとおり可決することにご異議ありま

せんか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（冨岡幸夫） ご異議なしと認めます。よっ

て、議案第91号は委員長報告のとおり可決されま

した。

◇議案第９２号

〇議長（冨岡幸夫） 次は、議案第92号 市道路線

の認定について、産業建設常任委員長報告に対し、

質疑に入ります。

質疑の通告がありません。これで通告による質

疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（冨岡幸夫） 質疑なしと認めます。以上で

質疑を終わります。
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これより討論に入ります。討論の通告がありま

せんので、直ちに採決いたします。

本案に対する委員長の報告は可決であります。

委員長報告のとおり可決することにご異議ありま

せんか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（冨岡幸夫） ご異議なしと認めます。よっ

て、議案第92号は委員長報告のとおり可決されま

した。

◇議案第９３号

〇議長（冨岡幸夫） 次は、議案第93号 市道路線

の変更について、産業建設常任委員長報告に対し、

質疑に入ります。

質疑の通告がありません。これで通告による質

疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（冨岡幸夫） 質疑なしと認めます。以上で

質疑を終わります。

これより討論に入ります。討論の通告がありま

せんので、直ちに採決いたします。

本案に対する委員長の報告は可決であります。

委員長報告のとおり可決することにご異議ありま

せんか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（冨岡幸夫） ご異議なしと認めます。よっ

て、議案第93号は委員長報告のとおり可決されま

した。

◇議案第９４号

〇議長（冨岡幸夫） 次は、議案第94号 市道路線

の廃止について、産業建設常任委員長報告に対し、

質疑に入ります。

質疑の通告がありません。これで通告による質

疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（冨岡幸夫） 質疑なしと認めます。以上で

質疑を終わります。

これより討論に入ります。討論の通告がありま

せんので、直ちに採決いたします。

本案に対する委員長の報告は可決であります。

委員長報告のとおり可決することにご異議ありま

せんか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（冨岡幸夫） ご異議なしと認めます。よっ

て、議案第94号は委員長報告のとおり可決されま

した。

◇議案第９５号

〇議長（冨岡幸夫） 次は、議案第95号 定住自立

圏形成協定の一部を変更する協定の締結につい

て、総務教育常任委員長報告に対し、質疑に入り

ます。

本案は、大間町との間において、定住自立圏の

形成に関し必要な事項を改め、定住自立圏形成協

定の一部を変更するためのものであります。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（冨岡幸夫） 質疑なしと認めます。以上で

質疑を終わります。

これより討論に入ります。討論の通告がありま

せんので、直ちに採決いたします。

本案に対する委員長の報告は可決であります。

委員長報告のとおり可決することにご異議ありま

せんか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（冨岡幸夫） ご異議なしと認めます。よっ

て、議案第95号は委員長報告のとおり可決されま
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した。

◇議案第９６号

〇議長（冨岡幸夫） 次は、議案第96号 定住自立

圏形成協定の一部を変更する協定の締結につい

て、総務教育常任委員長報告に対し、質疑に入り

ます。

本案は、東通村との間において、定住自立圏の

形成に関し必要な事項を改め、定住自立圏形成協

定の一部を変更するためのものであります。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（冨岡幸夫） 質疑なしと認めます。以上で

質疑を終わります。

これより討論に入ります。討論の通告がありま

せんので、直ちに採決いたします。

本案に対する委員長の報告は可決であります。

委員長報告のとおり可決することにご異議ありま

せんか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（冨岡幸夫） ご異議なしと認めます。よっ

て、議案第96号は委員長報告のとおり可決されま

した。

◇議案第９７号

〇議長（冨岡幸夫） 次は、議案第97号 定住自立

圏形成協定の一部を変更する協定の締結につい

て、総務教育常任委員長報告に対し、質疑に入り

ます。

本案は、風間浦村との間において、定住自立圏

の形成に関し必要な事項を改め、定住自立圏形成

協定の一部を変更するためのものであります。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（冨岡幸夫） 質疑なしと認めます。以上で

質疑を終わります。

これより討論に入ります。討論の通告がありま

せんので、直ちに採決いたします。

本案に対する委員長の報告は可決であります。

委員長報告のとおり可決することにご異議ありま

せんか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（冨岡幸夫） ご異議なしと認めます。よっ

て、議案第97号は委員長報告のとおり可決されま

した。

◇議案第９８号

〇議長（冨岡幸夫） 次は、議案第98号 定住自立

圏形成協定の一部を変更する協定の締結につい

て、総務教育常任委員長報告に対し、質疑に入り

ます。

本案は、佐井村との間において、定住自立圏の

形成に関し必要な事項を改め、定住自立圏形成協

定の一部を変更するためのものであります。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（冨岡幸夫） 質疑なしと認めます。以上で

質疑を終わります。

これより討論に入ります。討論の通告がありま

せんので、直ちに採決いたします。

本案に対する委員長の報告は可決であります。

委員長報告のとおり可決することにご異議ありま

せんか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（冨岡幸夫） ご異議なしと認めます。よっ

て、議案第98号は委員長報告のとおり可決されま
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した。

◇議案第１０５号

〇議長（冨岡幸夫） 次は、議案第105号 令和６

年度むつ市水道事業会計補正予算について、産業

建設常任委員長報告に対し、質疑に入ります。

質疑の通告がありません。これで通告による質

疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（冨岡幸夫） 質疑なしと認めます。以上で

質疑を終わります。

これより討論に入ります。討論の通告がありま

せんので、直ちに採決いたします。

本案に対する委員長の報告は可決であります。

委員長報告のとおり可決することにご異議ありま

せんか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（冨岡幸夫） ご異議なしと認めます。よっ

て、議案第105号は委員長報告のとおり可決され

ました。

◇議案第１０６号

〇議長（冨岡幸夫） 次は、議案第106号 むつ市

職員の給与に関する条例の一部を改正する条例に

ついて、総務教育常任委員長報告に対し、質疑に

入ります。

質疑の通告がありません。これで通告による質

疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（冨岡幸夫） 質疑なしと認めます。以上で

質疑を終わります。

これより討論に入ります。討論の通告がありま

せんので、直ちに採決いたします。

本案に対する委員長の報告は可決であります。

委員長報告のとおり可決することにご異議ありま

せんか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（冨岡幸夫） ご異議なしと認めます。よっ

て、議案第106号は委員長報告のとおり可決され

ました。

◇議案第１０７号

〇議長（冨岡幸夫） 次は、議案第107号 むつ市

特別職職員の給与に関する条例の一部を改正する

条例について、総務教育常任委員長報告に対し、

質疑に入ります。

質疑の通告がありません。これで通告による質

疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（冨岡幸夫） 質疑なしと認めます。以上で

質疑を終わります。

これより討論に入ります。討論の通告がありま

せんので、直ちに採決いたします。

本案に対する委員長の報告は可決であります。

委員長報告のとおり可決することにご異議ありま

せんか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（冨岡幸夫） ご異議なしと認めます。よっ

て、議案第107号は委員長報告のとおり可決され

ました。

◇議案第１０８号

〇議長（冨岡幸夫） 次は、議案第108号 むつ市

議会議員の議員報酬及び費用弁償に関する条例の

一部を改正する条例について、総務教育常任委員

長報告に対し、質疑に入ります。

質疑の通告がありません。これで通告による質

疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。
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（「なし」の声あり）

〇議長（冨岡幸夫） 質疑なしと認めます。以上で

質疑を終わります。

これより討論に入ります。討論の通告がありま

すので発言を許可します。１番高橋征志議員。

（１番 高橋征志議員登壇）

〇１番（高橋征志） 見たくないものから目を背け

ても、現実は変わりません。聞きたくない声に耳

を塞いでも、現実は変わりません。そして、どん

な言葉で取り繕ったとしても、現実は変わること

はありません。学校現場に予算が足りない、これ

が目の前にある現実です。教育予算を差し置いて

自分たちのボーナスを上げるようなことがあれ

ば、むつ市議会の信用に傷がつくことは避けられ

ないと思います。

ならぬものはならぬ。議案第108号に反対しま

す。

〇議長（冨岡幸夫） これで討論を終わります。

これより採決に入ります。

議案第108号についてご異議がありますので、

起立により採決いたします。

本案に対する委員長の報告は可決であります。

委員長報告のとおり決定することに賛成の議員の

起立を求めます。

（起立者17人、起立しない者４人）

〇議長（冨岡幸夫） 起立多数であります。よって、

議案第108号は委員長報告のとおり可決されまし

た。

◎閉会の宣告

〇議長（冨岡幸夫） これで、本定例会に付議され

た事件は全て議了いたしました。

以上で、むつ市議会第262回定例会を閉会いた

します。

午前１１時３６分 閉会
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